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選択科目       地質 

技術士第二次試験 APEC-semi 模擬答案用紙 

 

 
 

  

○受験番号，問題番号，技術部門，選択科目及び専門とする事項の欄は必ず記入すること。 

○解答欄の記入は，1 マスにつき1 文字とすること。なお，英字・数字は1マスに２文字を目安とする。 

●裏面は使用しないで下さい。            ●裏面に記載された解答は無効とします。           24 字×25 字

 

技術部門          応用理学  部門 

専門とする事項       

受験番号 

問題番号 Ⅰ－１   

１ ． 砂 防 施 設 の 維 持 管 理 ・ 更 新 に お け る 課 題  

気 候 変 動 に よ る 災 害 の 激 甚 化 に 伴 い 、 土 砂 災 害 の リ

ス ク 高 ま る 。 砂 防 施 設 の 維 持 管 理 ・ 更 新 は 必 要 。  

① 老 朽 化 し た 砂 防 施 設 の 更 新  

老 朽 化 す る と 機 能 不 全 に な る の で 更 新 が 必 要 。 事 後

対 応 だ と コ ス ト 高 に な る 。  

② 災 害 の 激 甚 化 に よ る 性 能 不 足 へ の 対 応  

集 中 豪 雨 の 発 生 な ど に よ り 、 今 ま で 想 定 し て い た 外

力 以 上 の 自 然 現 象 の 発 生 リ ス ク が あ る 。 既 存 施 設 が

現 在 の 気 象 条 件 に 適 合 し て い な い 場 合 は 更 新 が 必 要

で あ る 。  

③ 維 持 管 理 ・ 更 新 が 必 要 な 時 期 が 集 中 す る こ と へ の 対  

 応  

高 度 経 済 成 長 期 に 集 中 的 に 整 備 さ れ た 砂 防 施 設 の 更

新 時 期 は 集 中 す る 。 維 持 管 理 や 更 新 を 進 め る た め の

技 術 者 が 不 足 す る 。 こ れ か ら 継 続 的 な 維 持 管 理 が 必

要 で あ る が 、 人 口 減 少 が 進 ん で い る た め 、 人 材 確 保

が 課 題 と な る 。  

 

２ ． 維 持 管 理 ・ 更 新 が 必 要 な 時 期 が 集 中 す る こ と へ の

対 応 に 対 す る 解 決 策  

社 会 や 気 象 条 件 の 変 化 に 合 わ せ て 継 続 的 に 維 持 管

理 ・ 更 新 を し て い く こ と が 必 要 で あ る 。  

① 人 材 育 成 ・ 教 育  

地 方 自 治 体 や 官 民 の 枠 を 超 え た 教 育 プ ロ ブ ラ ム 。 テ



技術士第二次試験 APEC-semi 模擬答案用紙 
 

 

○解答欄の記入は，1 マスにつき1 文字とすること。（英数字及び図表を除く。） 

●裏面は使用しないで下さい。            ●裏面に記載された解答は無効とします。           24 字×25 字

レ ビ 会 議 も 利 用 。  

② 新 技 術 の 積 極 的 活 用  

 効 率 化 を 図 る た め 、 Ｇ Ｉ Ｓ や Ｂ Ｉ Ｍ ／ Ｃ Ｉ Ｍ に よ る

デ ー タ ベ ー ス 化 を 図 る 。 今 後 の 維 持 管 理 に も 役 立 つ 。

山 中 の 砂 防 施 設 点 検 時 に は ド ロ ー ン を 活 用 し 、 異 常

が 認 め ら れ た 場 合 に 直 接 点 検 す る な ど の メ リ ハ リ を

つ け る 。  

③ 他 分 野 と の 連 携 ・ 協 力  

 立 地 適 正 化 計 画 や 地 域 の ま ち づ く り 計 画 、 道 路 計 画 、

防 災 計 画 等 と 連 携 を 図 り 、 砂 防 施 設 の 更 新 に 対 す る

優 先 度 を 設 定 し て 、 効 果 的 な 更 新 を 図 る 。 人 命 と ネ

ッ ト ワ ー ク を 優 先 す る 。  

 

３ ． 新 た に 生 じ る リ ス ク と そ れ へ の 対 策  

① デ ー タ ベ ー ス 化 の 初 期 コ ス ト  

 全 て 同 じ レ ベ ル で デ ー タ ベ ー ス 化 を 図 る と コ ス ト が

膨 大 に な る 。 位 置 は G I S で 整 理 し 、 更 新 が 必 要 な 施

設 は B I M / C I M 化 を 図 る 等 メ リ ハ リ を つ け る 。  

② 優 先 度 が 低 い 地 域 へ の 対 応  

 優 先 度 が 低 い と 判 断 さ れ る 地 域 で は 、 砂 防 施 設 の 更

新 に あ る 程 度 の 期 間 を 要 す る 。 ソ フ ト 対 策 を 含 め た

対 応 や 、 低 コ ス ト で 機 能 を 高 め ら れ る よ う な 技 術 開

発 な ど が 望 ま れ る 。  

 

 



技術士第二次試験 APEC-semi 模擬答案用紙 
 

 

○解答欄の記入は，1 マスにつき1 文字とすること。（英数字及び図表を除く。） 

●裏面は使用しないで下さい。            ●裏面に記載された解答は無効とします。           24 字×25 字

４ ． 公 益 性 の 確 保  

変 化 す る 気 象 条 件 に 合 わ せ て 、 継 続 的 な 維 持 管 理 ・

更 新 が 必 要 と な る 。 ハ ー ド 対 策 の み で な く 維 持 管 理 の

効 率 化 や ソ フ ト 対 策 と の バ ラ ン ス を 考 慮 す る 。 低 コ ス

ト で 砂 防 施 設 を 更 新 で き る よ う な 技 術 開 発 も 必 要 。  

 













選択科目       地質 

技術士第二次試験 APEC-semi 模擬答案用紙 

 

 
 

  

○受験番号，問題番号，技術部門，選択科目及び専門とする事項の欄は必ず記入すること。 

○解答欄の記入は，1 マスにつき1 文字とすること。なお，英字・数字は1マスに２文字を目安とする。 

●裏面は使用しないで下さい。            ●裏面に記載された解答は無効とします。           24 字×25 字

 

技術部門          応用理学  部門 

専門とする事項      環境地質 

受験番号 

問題番号 Ⅰ－２   

( 1 )  海 面 上 昇 に 関 わ る 課 題  

地 球 温 暖 化 に よ る 海 面 上 昇 に よ り 、 以 下 課 題 と 考 え

ら れ る 。  

① 海 面 上 昇 に 伴 う 海 岸 浸 食  

海 面 上 昇 に 伴 い 沿 岸 流 の 影 響 が 強 く な り 、 海 岸 漂

砂 が 増 加 す る こ と か ら 、 海 岸 の 堆 砂 ・ 浸 食 が 活 発

化 す る 。  

② 塩 淡 境 界 移 動 に 伴 う 植 生 へ の 影 響  

  海 域 と 陸 域 の 地 下 水 は 塩 淡 水 境 界 で 境 さ れ て お り 、

海 面 上 昇 に よ り 塩 淡 境 界 が 陸 域 へ 前 進 す る こ と に

よ り 、 淡 水 を 必 要 と す る 農 作 物 を 含 め た 植 生 へ の

影 響 が 懸 念 さ れ る 。  

③ 塩 害 に よ る イ ン フ ラ 設 備 の 損 傷  

  海 面 上 昇 に よ る 越 波 や 潮 風 の 増 加 に よ り 、 塩 害 に  

よ る イ ン フ ラ 設 備 の 弱 体 化 が 生 じ る 。  

 

( 2 )  海 岸 浸 食 に 対 す る 解 決 策 に つ い て  

 ① 養 浜  

  海 岸 浸 食 が す す ん で い る 箇 所 に 土 砂 を 浚 渫 し 、 人

工 的 に 海 浜 を 養 浜 す る 。  

 ② 離 岸 堤 の 設 置  

  沿 岸 流 に よ り 海 岸 浸 食 が 発 達 す る 箇 所 に 離 岸 流 を

設 置 す る こ と に よ り 沿 岸 流 を コ ン ト ロ ー ル し 、 海

岸 の 浸 食 場 か ら 堆 積 場 へ 変 化 さ せ る 。  

 ③ 消 波 ブ ロ ッ ク の 設 置  
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○解答欄の記入は，1 マスにつき1 文字とすること。（英数字及び図表を除く。） 

●裏面は使用しないで下さい。            ●裏面に記載された解答は無効とします。           24 字×25 字

  超 波 に よ る 海 岸 浸 食 を 防 止 す る た め 、 消 波 ブ ロ ッ

ク を 設 置 す る 。  

 

( 3 ) 解 決 策 を 実 行 し て も 生 じ る リ ス ク と そ れ へ の 対 応

に つ い て  

 ① 養 浜 に よ る 濁 り の 発 生  

  養 浜 に 用 い る 材 料 に 山 砂 な ど シ ル ト な ど 細 粒 な 成

分 を 含 む 土 砂 を 使 用 し た 場 合 は 海 浜 に 濁 り が 生 じ

る 場 合 が あ る 。 よ っ て 、 シ ル ト な ど 濁 り を 生 じ さ

せ る 細 粒 成 分 の 含 有 が 少 な い 、 淘 汰 の 良 い 砂 材 料

を 使 用 す る 必 要 が あ る 。  

 ② 沿 岸 流 に よ る 養 浜 サ イ ク ル の 復 元  

  海 岸 浸 食 対 策 の た め 養 浜 を 実 施 し た 場 合 、 沿 岸 流

に よ り 海 岸 の 砂 は 移 動 し て し ま う た め 、 同 一 箇 所

に お い て 継 続 的 に 養 浜 を 実 施 す る 必 要 が あ る 。 そ

の 場 合 、 半 永 久 的 に 養 浜 を 継 続 す る 必 要 が あ る こ

と か ら 、 持 続 的 な 養 浜 サ イ ク ル 復 元 の た め 、 河 川

か ら の 砂 供 給 量 を 増 加 さ せ て 、 自 然 に 海 浜 が 成 長

す る シ ス テ ム を 作 る 必 要 が あ る 。  

 ③ 浚 渫 の 抑 制  

  河 川 か ら 発 生 し た 土 砂 は 沿 岸 流 に よ り 海 岸 を 形 成

し て い く 。 河 口 で の 土 砂 浚 渫 や 沿 岸 流 で 流 さ れ た

漂 砂 を 港 湾 施 設 で 浚 渫 し た 場 合 は 移 動 す る 漂 砂 が

減 少 す る こ と か ら 、 浚 渫 し た 土 砂 を 沿 岸 流 の 流 れ

に 沿 っ て 戻 す こ と が 必 要 と な る 。  
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○解答欄の記入は，1 マスにつき1 文字とすること。（英数字及び図表を除く。） 

●裏面は使用しないで下さい。            ●裏面に記載された解答は無効とします。           24 字×25 字

( 4 ) 業 務 遂 行 に あ た り 技 術 者 と し て の 倫 理 、 社 会 の 持

続 性 可 能 性 の 観 点 か ら 必 要 と な る 要 件 ・ 留 意 点  

 ① 相 対 的 海 水 準 変 動 へ の 対 応  

  太 平 洋 沿 岸 を 中 心 に プ レ ー ト に よ る 地 殻 変 動 に 伴

い 、 北 海 道 東 部 で は 年 1 c m 以 上 の 沈 降 が 起 き る こ

と か ら 、 地 球 温 暖 化 に よ る 海 面 上 昇 と は 別 に 相 対

的 に 海 面 が 上 昇 し て い る 。 地 殻 変 動 は 地 震 を ト リ

ガ ー と し て 沈 降 か ら 隆 起 に 変 わ る な ど 地 域 に よ っ

て 異 な る こ と か ら 、 地 域 の 段 丘 形 成 史 な ど 確 認 し 、

地 殻 変 動 に よ る 相 対 的 海 水 準 変 動 も 検 討 す る 必 要

が あ る 。  

 ② 沿 岸 流 に よ る 漂 砂 の 復 元  

  離 岸 堤 や 消 波 ブ ロ ッ ク 設 置 に よ り 沿 岸 流 や 超 波 に

よ る 浸 食 を 防 止 し 、 堆 砂 を 促 進 す る 効 果 が 期 待 で

き る 。 一 方 、 こ れ ら 施 設 は 沿 岸 流 に よ る 漂 砂 を 阻

害 す る 要 因 と な る こ と か ら 、 河 口 か ら の 漂 砂 が 十

分 供 給 さ れ た 場 合 は 既 存 施 設 を 撤 去 し 、 自 然 に 海

岸 が 沿 岸 漂 砂 に よ り 形 成 さ れ る こ と が 望 ま し い 。  

 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

問 題 文 
（選択科目） 

～17-1 物理及び化学～ 









 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

問 題 文 
（選択科目） 

～17-2 地球物理及び地球化学～ 













 

問題文とＡ評価答案例 
（選択科目） 

～17-3 地質～ 







選択科目       地質 

技術士第二次試験 APEC-semi 答案用紙 

 

 
 

  

○受験番号，問題番号，技術部門，選択科目及び専門とする事項の欄は必ず記入すること。 

○解答欄の記入は，1 マスにつき1 文字とすること。なお，英字・数字は1マスに２文字を目安とする。 

●裏面は使用しないで下さい。            ●裏面に記載された解答は無効とします。           24 字×25 字

技術部門        応用理学   部門 

専門とする事項      環境地質 

受験番号 

問題番号 Ⅱ－１－１   

地 す べ り 斜 面 の 動 態 観 測 の う ち 、 地 中 観 測 に 用 い る

計 器 は 以 下 の 通 り で あ る 。  

 

① パ イ プ ひ ず み 計  

 バ イ ブ に 設 置 し た 各 深 度 の ひ ず み ゲ ー ジ を 用 い て 、

地 す べ り 変 異 に 伴 う ゲ ー ジ の 伸 び ・ 縮 み を 電 気 抵 抗

値 ( ス ト レ イ ン ) と し て 、 観 測 す る 。 地 す べ り 方 向 が

分 か っ て い る 場 合 は １ 方 向 、 分 か ら な い 場 合 は ２ 方

向 に ひ ず み ゲ ー ジ を 設 置 す る 。 各 深 度 の 地 す べ り 変

異 を 経 時 的 に 観 測 出 来 る が 、 変 異 は 電 気 抵 抗 変 化 の

ス ト レ イ ン で 表 さ れ る こ と か ら 、 変 位 量 は 概 ね の 推

定 で し か 表 現 で き な い 。  

 

② 孔 内 傾 斜 計  

 ボ ー リ ン グ 孔 内 に ガ イ ド パ イ プ を 設 置 し て 、 地 す べ

り 移 動 に 伴 う 各 深 度 の 傾 斜 量 に つ い て 傾 斜 計 を 用 い

て 観 測 す る 。 孔 内 ひ ず み 計 よ り 変 位 量 の 大 き な 地 す

べ り で も 適 用 出 来 る 特 色 を 持 つ が 、 観 測 は 前 回 計 測

と 今 回 計 測 の 傾 斜 量 の 差 を 用 い る こ と か ら 、 時 系 列

な 経 時 変 化 は 把 握 で き な い 。  
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○受験番号，問題番号，技術部門，選択科目及び専門とする事項の欄は必ず記入すること。 

○解答欄の記入は，1 マスにつき1 文字とすること。なお，英字・数字は1マスに２文字を目安とする。 

●裏面は使用しないで下さい。            ●裏面に記載された解答は無効とします。           24 字×25 字

技術部門        応用理学   部門 

専門とする事項       

受験番号 

問題番号 Ⅱ－１－１   

１ ． 地 す べ り 斜 面 に お け る 地 中 変 動 観 測 計 器  

す べ り 面 深 度 を 把 握 で き る の は パ イ プ 歪 計 と 挿 入 式

孔 内 傾 斜 計  

 

２ ． パ イ プ 歪 計 の 原 理 と 使 用 上 の 留 意 点  

＜ 原 理 ＞ 塩 ビ パ イ プ に 1 m 等 の 間 隔 で 歪 ゲ ー ジ 張 り 付

け ら れ た 歪 パ イ プ を 調 査 孔 に 挿 入 し 、 そ の 塩 ビ パ イ

プ が 地 す べ り 変 動 に よ っ て 曲 げ ら れ た と き の 、 歪 ゲ

ー ジ が 変 形 に よ る 歪 量 を 計 測 す る 。  

＜ 使 用 上 の 留 意 点 ＞ 水 位 観 測 孔 と 併 用 さ れ る こ と が あ

り 、 そ の 場 合 砂 充 填 と な る 。 充 填 不 足 だ と ノ イ ズ 拾

い や す い 。 耐 用 年 数 が 5 年 程 度 で あ り 、 そ れ 以 上 の

長 期 観 測 に は 適 さ な い 。  

 

３ ． 挿 入 式 孔 内 傾 斜 計 の 原 理 と 使 用 上 の 留 意 点  

＜ 原 理 ＞ 4 方 向 の み ぞ が 付 い た ガ イ ド ケ ー シ ン グ に 車

輪 の つ い た プ ロ ー ブ を 挿 入 し 、 5 0 c m 間 隔 で 引 き 上

げ 各 深 度 の 傾 斜 量 を 測 定 す る 。 傾 斜 量 か ら 各 深 度 の

移 動 量 を 算 出 す る こ と が で き る 。  

＜ 使 用 上 の 留 意 点 ＞ 経 時 デ ー タ の 取 得 や 積 雪 地 で の 冬

期 間 の 計 測 に は 適 さ な い 。 変 動 量 の 大 き な 地 す べ り

地 で は ケ ー シ ン グ が 変 形 し て そ れ 以 深 の 計 測 が で き

な く な る の で 、 固 定 式 孔 内 傾 斜 計 の 設 置 等 の 対 応 が

必 要 と な る 。  

 









問題番号: Ⅱ-2-1   
(1)調査検討すべき事項とその内容 

①海成段丘面の把握 
海成段丘は海岸に沿って発達する平坦面からなり、段丘面はその時代の海面を表してい

ることから、地形図や空中写真判読により海成段丘区分を行う。 
②海成段丘の標高と年代把握 
海成段丘から求められる隆起量は海面からの標高と年代より求めることが出来ることか

ら、段丘面の標高を把握するとともに、段丘を形成する地層の年代を求める。 
③隆起量計算 
その時代の海面を表す段丘の標高および年代と現在の海面標高と年代の差分より、隆起

量を計算する。現在の海面標高に対して海成段丘面が高い場合は隆起、低い場合は沈降し
ていると考えられる。 
(2)調査手順および留意する点、工夫を要する点 
①既往資料の収集・整理 
 海成段丘は調査地域一帯に発達している場合が多いことから、既往資料より調査地周辺
の海成段丘区分および年代について把握する。 
②地形区分図の作成 
 空中写真や地形図を用いて、地形(段丘)区分図を作成する。海岸地形は人工改変による
影響を強く受けることから、必要に応じて人工改変前の空中写真や地形図より地形区分を
行う。 
③海成段丘の高さ測量 
 海成段丘面の標高を地形図もしくは測量により把握する。海成段丘は緩く海側へ傾斜す
る場合が多いが地殻変動により逆傾斜になる場合もある。 
④海成段丘を構成する地層の年代測定 
 海成段丘を構成する植物や生物遺骸を用いた放射性炭素炭素年代測定法(C14 年代測定
法)により海成段丘の年代を把握する。ただし、C14 年代測定は過去 5 万年程度までしか
測定出来ないことから、さらに古い年代測定は火山灰のジルコンを使った K-Ar 年代測定
法などを用いる。また海成段丘には上記の従来方法で年代測定可能な試料が採取出来ない
ことが多い。その場合、砂に含まれる石英など鉱物に含まれる放射線量を測定する光ルミ
ネッセンス法を用いると年代測定が可能な場合がある。 
⑤海成段丘を構成する地層の年代指標となる火山灰分析 
 海成段丘に挟在する火山灰を火山ガラスの屈折率や鉱物組成等を用いた測定により火山
灰を同定し、年代が分かっている広域テフラ等と比較して、年代の指標とする。 
⑥隆起量計算 
 段丘の標高および年代と現在の海面標高と年代の差分より、隆起量を計算する。隆起の
原因は地殻変動による地域ごとの隆起と氷床の凍結融解による凡世界的海面変動に区分さ



れる。海成段丘の標高と年代に対して、凡世界的海面変動曲線(Haq カーブ等)と比較し、
凡世界的海面変動に対して地域固有の地殻変動も影響しているか検討する必要がある。 
(3)関係機関との調整方策 

海成段丘の調査は地形、地質など各分野の専門技術者によって作業する必要がある。例
えば火山灰が海成堆積物中に挟在していても、その試料採取位置が一次堆積物ではなく、
波浪等による二次堆積した地層の可能性もある。よって、採取した試料が適正なものかは
露頭による観察を相互が確認し、室内試験分析者が目的に応じた分析をする必要がある。 
 
  



   

         
 

 
 

 

   

 
   

 

    

                           

  

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 



         
 

 

   

                           

 

  

 

 

 

 

 

 

 















選択科目        地質 

技術士第二次試験 APEC-semi 模擬答案用紙 

 

 
 

  

○受験番号，問題番号，技術部門，選択科目及び専門とする事項の欄は必ず記入すること。 

○解答欄の記入は，1 マスにつき1 文字とすること。なお，英字・数字は1マスに２文字を目安とする。 

●裏面は使用しないで下さい。            ●裏面に記載された解答は無効とします。           24 字×25 字

技術部門        応用理学   部門 

専門とする事項   

受験番号 

問題番号 Ⅱ－２－２   

（ ” ト ン ネ ル 工 事 ” と あ っ た の で 、 調 査 ・ 設 計 済 み と

捉 え て 解 答 し ま し た 。 ）  

１ ． 調 査 ・ 検 討 す べ き 事 項 と 内 容  

① 地 表 水 の 分 布  

ト ン ネ ル 計 画 箇 所 周 辺 の 河 川 水 、 沢 、 沼 、 池 等 の 地

表 水 の 分 布 を 調 べ る 。 ま た 、 流 量 、 水 位 、 水 質 も 調

べ て お く 。  

② 地 表 水 及 び 地 下 水 の 利 用 状 況 の 把 握  

 生 活 用 水 、 農 業 用 水 な ど へ の 利 用 状 況 を 調 べ る 。 必

要 に 応 じ て 利 用 量 や 水 質 も 調 べ て お く 。  

③ 地 質 分 布 状 況 や 既 往 文 献 調 査  

既 往 の 地 質 図 や 地 質 調 査 結 果 よ り 、 地 質 分 布 状 況 や

地 質 構 造 に つ い て 調 べ る 。 地 表 踏 査 も 実 施 。 地 質 調

査 時 の 孔 内 水 位 に よ り 、 被 圧 地 下 水 の 存 在 に つ い て

も 確 認 す る 。  

④ 断 層 や 地 す べ り の 有 無  

 正 断 層 が あ る と 突 発 湧 水 が 認 め ら れ る こ と が あ る 。

地 す べ り 地 で は 地 下 水 を 多 く 有 す る 。 既 往 文 献 や 地

表 踏 査 な ど に よ り 、 そ れ ら の 存 在 を 確 認 す る 。  

 

２ ． 業 務 遂 行 手 順 と 留 意 ・ 工 夫 す る 点  

① 地 表 水 及 び 地 下 水 の モ ニ タ リ ン グ  

 対 策 工 施 工 前 か ら 施 工 後 ま で 、 ト ン ネ ル 計 画 周 辺 及

び そ の 下 流 域 の 地 表 及 び 地 下 水 の 流 量 、 水 位 、 水 質

な ど を モ ニ タ リ ン グ す る 。  



平成２８年度 技術士第二次試験 APEC-semi 模擬答案用紙 

 

 

○解答欄の記入は，1 マスにつき1 文字とすること。（英数字及び図表を除く。） 

●裏面は使用しないで下さい。            ●裏面に記載された解答は無効とします。           24 字×25 字

② ト ン ネ ル 掘 削 時 の 地 質 及 び 孔 内 水  

坑 口 付 近 で は 透 水 性 の 良 い 地 質 に 留 意 し 、 土 砂 崩 れ

に 気 を 付 け る 。 断 層 破 砕 帯 や そ れ に 近 い 地 層 が 出 て

き た ら 突 発 湧 水 に 留 意 す る 。  

 

３ ． 業 務 を 効 率 的 、 効 果 的 に 進 め る た め の 調 整 方 策  

① モ ニ タ リ ン グ 結 果 の 公 表  

 ト ン ネ ル 計 画 箇 所 周 辺 で 生 活 用 水 、 農 業 用 水 を 利 用

し て い る 地 元 住 民 に 対 し 、 ト ン ネ ル 工 事 前 の 事 業 説

明 と 施 工 中 の 地 表 水 及 び 地 下 水 モ ニ タ リ ン グ 結 果 を

随 時 公 表 す る 。 ウ ェ ブ サ イ ト な ど で 閲 覧 で き る よ う

に す る 。  

② 施 工 者 へ の 地 質 状 況 の 共 有  

 ト ン ネ ル 計 画 箇 所 に お い て 地 下 水 が 多 く 存 在 す る 地

層 や 断 層 の 位 置 な ど を 三 次 元 デ ー タ に し 、 課 題 を 共

有 す る 。  

 

















選択科目         地質 
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技術部門        応用理学   部門 

専門とする事項       

○受験番号，問題番号，技術部門，選択科目及び専門とする事項の欄は必ず記入すること。 

○解答欄の記入は，1 マスにつき1 文字とすること。なお，英字・数字は1マスに２文字を目安とする。 

受験番号 

問題番号 Ⅲ－１   

●答案用紙の解答欄の枠内に記載した解答のみ採点対象とします。                              24 字×25字

１ ． 地 質 リ ス ク に よ る 工 事 へ の 影 響 の 課 題  

① 調 査 不 足 に よ る 地 質 構 造 の 把 握 不 十 分  

② 調 査 結 果 と 異 な る 土 質 強 度 に よ る 施 工 時 の 強 度 不 足  

③ 風 化 ・ 変 質 の 程 度  

 変 質 の 分 布 は 重 金 属 の 含 入 量 に も 関 与 す る が 、 そ の

範 囲 を 正 確 に と ら え る こ と は 難 し い 。  

 

２ ． 課 題 へ の 解 決 策  

 上 記 ① へ の 解 決 策 を 述 べ る 。  

① 既 往 調 査 結 果 の 有 効 活 用  

 地 盤 情 報 シ ス テ ム へ の 登 録 及 び 活 用 を 進 め る 。 都 市

部 で は 3 次 元 地 質 モ デ ル の 構 築 も 進 め ら れ て い る 。  

② 余 裕 を 持 っ た 調 査 深 度  

 既 往 調 査 結 果 の 少 な い と こ ろ で は 、 数 本 の 調 査 ボ ー

リ ン グ で 深 め に 調 査 す る 。  

 

３ ． 残 り う る リ ス ク と 対 策  

① 広 域 三 次 元 地 質 構 造 の 検 討  

 既 存 資 料 を 収 集 し た と し て も 、 地 質 リ ス ク を 無 く す

こ と は 出 来 な い 。 し か し 、 地 質 構 造 の 三 次 元 的 分 布

が あ る 程 度 把 握 さ れ て い れ ば 、 課 題 と な る 地 質 や そ

の 分 布 を 想 定 す る こ と が で き 、 調 査 不 足 と な る 事 例

を 減 ら す こ と が で き る と 期 待 。  

② 大 事 業 で の 大 深 度 調 査  

 数 本 の 調 査 ボ ー リ ン グ で 深 め に 掘 っ た と し て も 、 全
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○解答欄の記入は，1 マスにつき1 文字とすること。なお，英字・数字は1マスに２文字を目安とする。 

●答案用紙の解答欄の枠内に記載した解答のみ採点対象とします。                              24 字×25字

て の 地 質 構 造 が 把 握 さ れ る わ け で は な い 。 そ の た め 、

規 模 の 大 き な 事 業 に お い て 大 深 度 の 調 査 ボ ー リ ン グ

を 数 箇 所 実 施 す る こ と に よ り 、 地 下 深 部 の 広 域 三 次

元 地 質 構 造 モ デ ル の 構 築 が 望 ま れ る 。 こ の 三 次 元 モ

デ ル は 、 他 の プ ロ ジ ェ ク ト で の 利 用 も 期 待 さ れ る 。  
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